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 2018年度の企業業績は、売上高450.9兆円（前年度比＋5.9％）、経常利益40.3兆円（同

＋10.0％）と予想します。2017年度より伸び率は鈍化しますが、引き続き2桁の経常増益率が期待されます。

なお、2019年度は売上が前年度比＋2.7％、経常利益が同＋10.2％と予想します。 

 4月以降の為替前提は、円/米ドルレートが108円（前回は110円）、円/ユーロレートは130円（同

135円）と円高予想となっており、経常利益は▲0.6兆円ほど下押しされると考えられます。しかし、世界経済と

日本経済の緩やかな拡大が続く見通しで、日本企業は順調な利益成長が予想されます。また、原油価格の前

提は70米ドル/バレル（同60米ドル/バレル）としました。 

 2017年度の企業業績は、売上高425.9兆円（前年度比＋9.3％）、経常利益36.6兆円（同

＋17.8％）と、前年度比で大幅な増収増益となりました。経常利益は、製造業が同＋21.3％、非製造業が

同＋12.7％と製造業の増益がけん引役となりました。弊社の分類による30セクターのうち、27セクターが経常増

益を達成しました。増益寄与が大きかった上位3セクターは商社、自動車、民生用電子機器でした。 

 なお、調査対象企業数は3月時点で224社でしたが、銘柄の入れ替えにより227社となりました。その影響で、

2017年度の売上高が8.7兆円、経常利益が0.3兆円、それぞれ押し上げられました。 

2017年度の経常利益は前年度比＋17.8％ 
円高となったものの失速することなく、製造業中心に増益基調を維持 

2018年度も2桁増益を予想 
円/米ドルレート108円前提でも順調な利益成長を予想 

2018年度も2桁増益を予想 
2018年度の日本企業業績見通し 

（注1）データは2016年度～ 
           2019年度。2018年度以降 
           は三井住友アセットマネジメン 
           ト予想。 
（注2）対象は三井住友アセットマネジ 
           メントの調査ユニバース（合計 
           227銘柄、製造業132銘柄、 
           非製造業95銘柄、除く金

融）。 
（注3）2018年4月以降の前提は 
           円/米ドルレートが108円、 
           円/ユーロレートが130円、 
           原油価格が70米ドル/バレル。 
（出所）各社データを基に三井住友 
           アセットマネジメント作成 
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 決算期

（年度）
売上高 前年比

営業

利益
前年比

経常

利益
前年比

税引き

利益
前年比

合計（除く金融） 2016 389.6 ▲ 3.8 30.0 4.9 31.1 6.6 20.1 17.3

2017 425.9 9.3 34.6 15.6 36.6 17.8 27.1 35.1

2018（予） 450.9 5.9 38.2 10.2 40.3 10.0 27.6 1.7

2019（予） 462.8 2.7 41.0 7.3 44.4 10.2 29.1 5.6

製造業 2016 236.6 ▲ 4.2 17.7 1.9 18.3 2.6 11.3 2.5

2017 259.7 9.8 20.8 17.0 22.3 21.3 17.1 51.1

2018（予） 272.1 4.8 23.2 12.0 24.3 9.3 17.4 2.0

2019（予） 278.7 2.4 25.1 8.1 26.3 8.1 17.6 1.4

非製造業 2016 153.0 ▲ 3.1 12.2 9.7 12.7 12.8 8.8 44.1

2017 166.2 8.6 13.9 13.7 14.3 12.7 10.1 14.5

2018（予） 178.7 7.5 14.9 7.5 15.9 11.1 10.2 1.1

2019（予） 184.1 3.0 15.8 6.1 18.0 13.2 11.5 12.9

【日本企業の業績見通し】 （単位：兆円、％） 
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2018年6月08日 市川レポート【No.517】企業業績の見通しを更新～今年度も増収増益を予想 
2018年5月18日  自動車業界の2017年度決算 

2016年の米国経済の見通し 製造業、非製造業いずれも増収増益が予想される 
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 2018年度予想の前期比経常増益（＋3.7兆円）の増益寄与度順にセクターの予想増益率を見たものが下

表です。増益寄与が大きい上位セクターは通信（非製造業）、商社（非製造業）、精密機器（製造業）、

資源・燃料（製造業）、などと見られます。30セクター中25セクターが経常増益となる見通しです。 

 業績集計の対象227社の2018年度の会社計画は、売上が前年度比＋4.8％（弊社同＋5.9％）、経常

利益が同＋3.7％（弊社同＋10.0％）となっています。例年通り保守的な見積もりとなっていますが、世界経

済が拡大基調にある中、業績が上振れる可能性は高いと考えられます。 

【2018年度予想経常増益寄与度順のセクター別予想増益率】 （前年度比、％） 

【経常利益の推移－製造業－】 
2018年度予想経常利益への寄与度上位4セクター 

【経常利益の推移－非製造業－】 
2018年度予想経常利益への寄与度上位4セクター 

（年度） （年度） 

（注）      は非製造業。増益率は三井住友アセットマネジメント予想。（出所）各社データを基に三井住友アセットマネジメント作成 

（注）データは2007年度～2019年度。2018年度以降は三井住友アセットマネジメント予想。（出所）各社データを基に三井住友アセットマネジメント作成 

順位 セクター 増益率 順位 セクター 増益率 順位 セクター 増益率

1 通信 23 11 化学・繊維 7 21 消費財 9

2 商社 18 12 半導体・FPD製造関連 27 22 食品 2

3 精密機器 46 13 民生用電子機器 11 23 サービス 6

4 資源・燃料 20 14 運輸（倉庫・物流） 16 24 住宅・不動産 2

5 産業用機械等 21 15 医薬 7 25 自動車 0

6 電子部品 26 16 非鉄・電線 18 26 工作・ベアリング ▲ 0

7 ゲーム 36 17 自動車部品・ゴム 4 27 情報ソフト ▲ 3

8 小売 10 18 紙パ・ガラ土 21 28 メディア ▲ 3

9 産業用電機機器 7 19 陸上旅客輸送 3 29 電力・ガス ▲ 3

10 電子材料 23 20 鉄 8 30 建設 ▲ 7

（ポイント） （ポイント） 

2007年度＝100 

2007年度＝100 

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/japan/news180518jp.html
http://www.smam-jp.com/market/ichikawa/irepo180608.html

